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              〒750-0016 下関市細江町 1-9-15 

                     📞083-222-2294  📠083-222-0970 

広島教区テーマ；平和の使徒となろう 

チャレンジ 新しい福音宣教 ～わたしをお使いください～ 

―家庭へのチャレンジー

 

キリスト者にとってのお盆 

 カトリック教会の下関ブロックでは、11 月

２日の死者の日と並んで、８月の第２土曜

日に合同慰霊祭を行っています。これは、

日本人に古くから親しまれている「お盆」

の時期に合わせたものです。長府教会で

10 時からミサが行われますが、毎年、驚く

ほど多くの人が参加され、聖堂はいっぱ

いになります。やはり日本にはお盆の伝統

が根強いことを感じます。 

 もともとお盆は、盂蘭盆経（うらぼんきょう）

に説かれているように、先祖の霊を供養す

る仏事で、すでに６世紀

から行われていました。

キリスト教の中世に流布

していた、煉獄で苦しむ

霊魂を贖宥（しょくゆう）

のわざによって助けると

いう思想は、これに似て

います。しかし、第二ヴ

ァティカン公会議による

神学の刷新では、人間

が死んだ後に苦しみを

繰り返したり、矯正され

たりするものではないこ

と、人生は一回限りで、

人間はこの地上の人生の歩みを通して成

長し、最終的に神の子として天に迎えられ

ること、主キリストが自らの十字架上の死を

通して人類を死の支配から救い出し、天

の故郷への道を開いてくださったことを強

調するようになりました。 

 ですから、私たち日本のキリスト者は、お 

盆の伝統を大切にしながらも、これを「聖

徒の交わり」という信仰をもって理解しなお 

 

したいと思います。それは、主キリストによ

って互いに結ばれ、神さまの恵みを分か

ちあう信仰者の交わりです。私たちには、

亡くなった親族や友人たちがどのように神

さまの御手に受けいれられたかを知りませ

ん。ただ一人ひとりの救いをだれよりも望

んでいらっしゃる御父が、ご自分のもとに

立ち戻ってくる子らを喜んで迎えてくださ

ることを信じ、そのために祈ります。 

 お盆には、自分を生み、育ててくれた両

親をはじめ、亡くなった親族、お世話にな

った恩人たち、親しかった友人たちのこと

を思い起こしましょう。年に

一度、遺された家族で集ま

ることも大切にしましょう。皆

で一緒に父である神さまの

慈しみに感謝を捧げ、その

導きに信頼して、いつの日

か天の故郷で懐かしい

人々と再会し、神さまの食

卓を囲むことができるように、

その希望を新たにしましょ

う。 

 合同慰霊祭は、長府教会

の敷地内に作られた納骨

堂の管理運営にあたる「納

骨堂祭儀委員会」が企画しますが、この納

骨堂に納められた方々を追悼するだけで

はありません。彦島の杉田墓地、細江の

関山墓地、その他のあちこちの墓地に埋

葬された方々、下関ブロックの３つの教会

に深くかかわられたすべての故人を追悼

するものです。 
百瀬 文晃 神父 
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＊挿絵「楽園の聖母」 （1415-1430 ドイツ） 

 

堅 信 式 7/3（日） 

 この日は、堅信式と聖体奉仕者・集会

祭儀司式者・訪問時の聖体奉仕者の任

命式が行われました。 
 

 

 

 

 

 

 

 
＊堅信者（左から藤本さん、真浦さん、 

 弓長すずさん、菊野寛二さん） 
 

◇ 堅信者のひとこと ◇ 

「皆さまのおかげで、堅信を受けることができ 

ました。これからもよろしくお願いいたします。」        

藤本 悦子 

 

「昨年のクリスマスで洗礼を授けてもらい、今

回、堅信を受けることができ嬉しく思います。

神さまに種を蒔いていただき、まだ芽が出て

ないかも知れませんが、少しでも神さまのお

役にたつことができればと思います。 

これからもよろしくお願いいたします。」                    

真浦 洋子 

 

「聖香油が気持ち良かったです。勉強は大

変だったけど、堅信を受けることができ良かっ

たです。」             菊野 寛二 

 

「堅信の勉強は大変だったけど、今日の日を

迎えることができました。ありがとうございまし

た。」                弓長 すず 
 

 

 

 
 

 

 

 

＊堅信式・聖体奉仕者任命式のお祝い会の様子。 

◇ 新しく任命された 聖体奉仕者より ◇ 

 

― 聖体奉仕者とされて ― 

 とにかく、細江地区の聖体奉仕者を受諾し、

研修会に出席させて頂き、「イエス・キリスト

が与えて下さった生命の糧を配る役割、でき

る限り多くの人を招いて分かち与えるように

呼ばれ召されている」に心が反応しました。 

が、私が聖体奉仕者でいいのだろうかと

いう思いは残っていました。しかし、「事効的

効力、誰がさしあげても聖体は聖体」と学ん

で解決しました。もちろん、このままでいいと

いうのではなく向上したいと思っています。 

さて、実際に聖体奉仕者とされて、緊張も

凄いし、ご聖体に指が思うようにかからずタ

イミングがずれたりもしました。でも、嬉しさ喜

びが圧倒してくるのです。さらに、今までに

なかった充満が心に満ちているのです。 
三村 隆治 

 

 

― 聖体奉仕者に任命されて ― 

 百瀬神父さまより任命書をいただきまし

た。その前には講座があり、子供のころ分

からなかった事が、「なるほど！」と分かっ

た事や、夫や子供から問いかけられた時

に、的確に答えられなかった事など、色々

な事が思い出されました。 

「頭の中で整理して、きちんと言葉で伝え

なくてはならない。」と言われた時には、 

もっともっと勉強しなくてはと痛感しました。

講座の最終日には、聖体奉仕を終えた

方々のお話しがあり、その話の中で失敗

談を聞き、私から見たら完璧な方なのに緊

張してそんな失敗を？と、信じられません

でした。最後に言われた「聖体奉仕をする

日は、絶対忘れないで何事もなく奉仕で

きたこと。」「神さまは必要な時には、力を

与えてくださる。」という言葉が心に響きま

した。 

その言葉を胸に聖体奉仕を務めたいと思

います。 
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古田 喜久枝 

 

天使幼稚園 

夕涼み会＆バザー 7/23（土） 
 

＊教会有志で幼稚園行事の夕涼み会の食べ

物の提供をすることに。22 日の前日には、

副信徒代表とその他の人たちの協力で、焼

きそばの材料の買い出しと下準備を行う。 

当日は、フライドポテトも作って販売しま

した。・・・塩加減は？？ 夏なので、少し

しょっぱい？ でも、good！ 

給食を作る方々の苦労が少しだけ体験でき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊焼きそばチームは男性 7名と女性陣 7名

でスタンバイ！ 150 食できるかな？ 

と心配。  

 

 

 

 

 

 

 

＊プロ並みの 

方もいる中を、信徒代表のヘラさばき

は？？何度も挑戦し、楽しそうでした・・・。 

青年達も加わってくださって感謝！ 

味見、美味しかった～！ 

ポテト、から揚げ、焼きそば完売。 

お疲れさまでした！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

― 夕涼み会 盆踊り ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊いつものことながら、バチさばきも手馴 

れている百瀬神父（園長さま）。 
幼稚園児たちは、暑さにも負けずに楽しく踊 

りました。 

 

 

 

シリーズ 地区だより Ⅳ 

家庭へのチャレンジ 

山の田地区 

― 母の背中を見て ― 
 

 私は現在父、母、私の 3 人暮らしです。

妹は離れた所に住んでいます。母、私、

妹は神さまが洗礼という絆で、結んでくだ

さいました。母を中心によく好きな聖句や、

それについて感じたことを話します。また、

家族の中で、ミサに行けなかった人がいた

ら、ミサでの説教の内容を伝えたりします。 

お互い祈りあったり、とてもいい関係です。 

また母は、未信者の父にも折に触れ、

根気強く聖書の話をしたり、お祈りの手ほ

どきをしています。私の家庭での信仰の手

本は母です。小さい頃は、母と一緒に病

院を訪問したり、御聖堂の掃除に通った

思い出があります。どれも良い思い出で

す。 

また母が家でも一人熱心に祈っている姿

をよく見てきました。これからもその背中に

学んでいきたいと思います。そしてお互い

に良い影響を与えていけたらと思います。 
大野 有紀子 
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☆広島教区 司教叙階式 

アレキシオ白浜満司教 
 

叙階式；9 月 19 日（月）13：

30 

広島平和記念聖堂 

新しい司教様のためにお祈りく

ださい。 

 

 

 

活動グループ紹介“聖歌隊” 

― 聖歌の練習に参加して ― 

 毎月第 1週の月曜日、10時から聖堂で

聖歌の練習をしています。山野政登司さ

んの指導と中川恭子さんのオルガン演奏

で、7・8 人が参加します。その月のミサで

歌う聖歌を何度も練習することが、ミサに

与る良い準備になっています。「詩編を読

むだけでは、よくわからなくても歌って初

めて理解できるのです」と、以前故パラシ

オス神父さまが言っておられたこと実感し

ています。 

練習後のティータイムの時に山野さんから

のミサと音楽に関する話も楽しみです。 

 最後に私事ですが、3年前に病気をして

左半身に少し麻痺が残りましたが、この集

まりで皆さんと一緒になり大きな声で歌うと

いうことが、私にとってリハビリにもなり喜び

にもなっていることに感謝しています。聖

歌に少しでも興味のある方の参加をお持

ちしています。 
増田 和多留 

 

 

 

 

 

委員会活動 納骨堂祭儀委員会 

― 納骨堂の案内 ― 

 下関ブロックの３教会が共同で長府

教会敷地内に管理運営している納骨堂

は、現在または過去に在籍した信徒お

よびその家族（未信者も可）が使用で

きます。総数 328ボックス中、現在 80

ボックスが空いており、使用料 100,000

円＋消費税。年間祭儀費 5,000 円、永

代祭儀費 100,000 円。教会内で、いつ

でも墓参ができ、好評です。詳細は担

当委員にお尋ねください。 

（納骨堂委員会・事務局=長府教会；赤

波江 泉、細江担当=永松和子、間地の

り子）。 

 

お願い！ 

ミサ、教会行事等の時には、障害者用駐

車スペースを幼稚園入口に設置します。下

の写真のようにコーンに♿マークの所へは

一般車両は止めないでください。皆さまの

ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊駐車される方は 

許可書を車の 

フロントに置いて 

ください。 

 

  

 

 

行事予定＆お知らせ 

＊8 月 7 日（日） 7：00 

   墓地の清掃と祈り 

＊  〃    18：00 

   「平和への祈りの集い」唐戸 

＊8 月 13 日（土）10：00 

   合同慰霊祭（長府教会） 

＊8 月 15 日（月）11：00 

   聖母の被昇天ミサ 

＊8 月 20 日（土）夕刻より 

   馬関まつり「愛の広場」出店 

 

 
 


